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北海道立水産孵化場道東支場
北海道立水産孵化場道東支場は、平成16年7月の

組織再編整備に伴い、中標津町に新設されました。
同支場では、オホーツクからえりも以東海区に至る
道東海域のサケ・マス増殖の効率化試験や自然再生
産効果に関する研究、卵のミズカビや卵膜軟化対策
試験、来遊量予測と放流計画の策定、知床地域のブ
ラウントラウトなどの外来魚対策事業など、様々な
試験研究を行っていきます。
現在、孵化試験池と飼育試験池には、5㎝ほどに

育った同支場初めてのシロサケふ化仔魚約20万尾が
元気よく泳いでいます。
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新たな目標を探し
ステップアップを

AQUACULTURE ROAD漁業士発―――――アクアカルチャーロード 

東しゃこたん漁協の横山弘明さん

は平成6年度に青年漁業士の認定を

受け、この1月には指導漁業士の称

号を授与されました。

東しゃこたん漁協は平成16年4月

に積丹漁協・美国町漁協・古平漁協

が合併してできましたが、青年部は

旧漁協単位で活動しています。横山

さんは現役の積丹支所青年部長です。

「部長になって11年。この間、活

動資金づくりに取り組んできた」と

横山さんは話します。

「当初は組合からの助成金と部員

の会費合わせて20万円そこそこしか

なくて、これでは何もできないしど

こにも行けない。まずは活動資金を

貯めようと、部員みんなでホッケの

開きを作って味覚祭りで売った。初

めは5～6万円程度の売り上げだった

のが、年ごとに増えて去年は70万円

以上の売り上げになった」

ホッケの開きは数年前にやめ、今

はヒラツメガニや殻付きウニ、ツブ

焼きなどを売っています。

青年部のもう一つの収入源にナマ

コ潜水漁業があります。3年ほど前

から後志北部地区水産技術普及指導

所の支援を得て、ナマコの資源管理

活動に取り組んでいます。

「特別採捕許可を受けて生態や資

源の調査をしている。調査結果から

この辺のナマコの産卵期は7～8月頃

ということが分かったので、産卵期

は獲らないようにしようと浅海部会

と話したり、蓄養試験もしている」

青年部員25人の約8割が潜水士の

資格を取り、自分たちで分布や生息

状況を調査しています。採取したナ

マコを測定してデータを取り、適正

漁獲サイズの検討も行っています。

「ほかには、部員同士の交流を図

る意味でボーリング大会やパークゴ

ルフ大会などのレクリエーションも

たまにする。会議の後も一杯やって

懇親を深めている。うちらの青年部

は集まりがいい方だと思うよ」

焼けが目立ち、潮の流れも変わった

ような気がすると横山さん。

「山のものは山へ、海のものは海

へ帰すのが自然の理だ。海で死んだ

生物はそのまま海中で分解されて栄

養となる。なのに、イカゴロや魚の

頭は海へ捨てられなくなった。俺ら

にしてみれば同じことだと思うが、

上のものの考えはよく分からない」

第二段階の活動として例えば、プ

ランクトンなど前浜の栄養状況を調

べたり、植樹などがいいのではと横

山さんは考えています。

「みんなで話し合って、何ができ

るのか、何をやりたいのか、今後の

目標を決めるのが当面の課題だ」

横山さんは昨年、ホッケ刺し網部

会長になりました。

「部会員の最年少で部会長になっ

てしまったので荷が重い。部会長と

しての仕事は先輩に助けてもらいな

がら徐々に進めていく。青年漁業士

のときも組合では青年部長としてし

か見られていなかったし、指導漁業

士になったからといってもこれまで

と基本は変わらない。青年部の活動

を柱にやっていこうと思っている」

東しゃこたん漁協指導漁業士
横山　弘明さん
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ナマコ資源管理活動

組合での位置づけは…

現在、青年部では年間およそ300

万円に上る収入があります。

「どこに行っても恥ずかしくない

青年部にしようと資金集めに取り組

み、ここまでになった。次は地域に

何か貢献できるような活動に取り組

みたい。ここはどっちの風が吹いて

も時化る栽培漁業が難しい海なの

で、資源管理で次世代に残るような

獲り方をしていかないとならないと

思う。資源を育む海の環境を守るこ

とも大事だ」

子供の頃は、至るところに海藻が

生え、小魚も沢山いたのに今では磯

財源確保の次は



マコガレイ幼稚魚の生息場と
海岸事業との関連について

本公社では、北海道函館土木現業

所の依頼を受け、平成8年度から渡

島支庁管内知内町森越地先で進めら

れている海岸事業による水産資源へ

の影響を把握する目的で調査を進め

てきました。

この海岸事業は、知内川左岸の海

岸約700mの区間に長さ約100mの

離岸堤を5基建設するものであり、

平成8年から工事が進められており

ます（図1、写真1）。

この海域は、北海道内では数少ない

マコガレイの生息場となっており、木

古内湾とその周辺では重要な漁業対象

種となっています。また、マコガレイ

は、幼稚魚期を砂浜域の浅場で成育す

ることから、離岸堤建設に伴う生息環

境への影響が心配されました。

そこで、上磯郡漁業協同組合の協

力のもとマコガレイ幼稚魚の分布状

況およびその生息環境についての調

査を継続してきました。

マコガレイの国内での分布は、北

海道石狩湾から九州大分県までとい

われていますが、漁業の対象種とし

ては、本調査海域を含む北海道南部

の津軽海峡沿岸が北限です。北海道

では唯一、木古内湾とその周辺で漁

獲されており、木古内町から知内町

にかけての水深20～60ｍの砂浜域

が特に好漁場とされています。

産卵期は12月～翌4月で、木古内

湾周辺の群は、水温が5～10℃にな

る2月下旬から4月下旬とされていま

すが、産卵場所については、明らか

になっておらず、幼稚魚の分布や生

息環境等についても、近年になって

調査・研究がはじめられたばかりで

あり、未解明な部分が多いのが現状

です。

これまでの報告などによると、本

調査海域を含む津軽海峡沿岸では、

5月頃に着底直後の個体が現れはじ

め、夏場を水深10m前後の浅海域で

過ごした後、秋から冬にかけてある

程度の大きさに成長し、沖合に分散

していくようです。

北海道のカレイと言えば、マガレ

イやクロガシラガレイが有名です

が、マコガレイは流通量が少なく、

スーパーなどで見かける機会は少な

いのが現状です。しかし、本州以南

の地域では、マコガレイは、刺身や
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マコガレイ幼稚魚の生息場と

海岸事業との関連について

図1 調査場所

写真2 マコガレイの見分け方（写真は北日本魚類図鑑
より　見分け方は、日本産魚類検索、北のさか
なたちを一部改変）写真1 調査海域
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AQUACULTURE ROAD栽培公社発――――――――――――
煮物、焼物など幅広く利用されるな

ど、カレイ類の中でも特に美味な種

です。特に、大分県別府湾の日出町

でとれるマコガレイは、シロシタガ

レイ（城下ガレイ）と呼ばれ有名で

す（写真2）。

北海道における主要産地である知

内町では、前浜で水揚げされるマコ

ガレイに「天下の絶品MマコガレイÂ」

というキャッチフレーズを掲げ、知

内産マコガレイの知名度アップに向

け、ブランド化作戦を進めています。

これまでの9年間に計12回調査を

実施し、全く採捕されない年もある

ものの、体長9～109㎜のマコガレ

イが合計103尾採捕されました。採

捕されたマコガレイの体長は、調査

時期により差がみられるものの、大

部分が20～60㎜の範囲の個体であ

り、当歳魚と考えられました（写真

4）。

調査月別の採捕数（（ ）内は調査

回数）は、図2に示すように、5月が

12尾（2回）、6月が6尾（1回）、7

月が72尾（5回）、8月が8尾（1回）、

9月が11尾（2回）、10月が0尾（1

回）でした。調査回数は、月ごとに

異なっていますが、海況がよく、か

つマコガレイ幼稚魚の密度が最も高

まると考えられる7～8月の夏場の採

捕数が多い傾向がありました。

採捕時期別の平均体長では、図3

に示すように5月17.8㎜、6月35㎜、

7月35㎜、8月40.1㎜、9月63.7㎜

であり、月毎に順調な成長を示して

おりました。

水深帯別の採捕数は、図4に示す

ように、水深7ｍ、10ｍで多い傾向

がみられました。

以上の結果から、この海域はマコ

ガレイ幼稚魚の成育場となっている

と判断されました。

本調査では、マコガレイ幼稚魚の

分布状況とその生息環境としての底

質、餌生物および水温・塩分の把握

を目的に、離岸堤の建設が進められ

ている水深5ｍ帯を中心に、水深3～

12ｍの範囲で実施しました。

マコガレイ幼稚魚の採捕には、小

型桁曳網（写真3）、底質および底生

動物の採取には、スミスマッキンタ

イヤ型採泥器を使用しました。

調査は、離岸堤周辺海域に水深

3,5,7,10ｍの場所を調査地点とし、

マコガレイ幼稚魚の採捕と各項目の

測定を行いました。

調査地点の底質は、水深5ｍより

深い地点では、細砂分が主体となっ

ているのに対し、水深3mの地点で

図2 マコガレイの月別採捕尾数
（調査1回あたり採捕数）

写真4 6～9月に採捕されたマコガ
レイ幼稚魚

図3 マコガレイの月別体長
（体長範囲と平均値）

図4 水深帯別採捕尾数

写真3 調査に使用した小型桁曳網

1㎝
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一方、離岸堤の沖側の海域は、離

岸堤建設前から砂分が中心の状態で

推移しており、これまでのところ底

質に大きな変化は見られていませ

ん。そのため、マコガレイ幼稚魚の

生息場としての底質環境としては、

問題のない状態で推移していると言

えます。

餌生物については、水深7ｍ、10

ｍの地点でアミ類、多毛類などマコ

ガレイ幼稚魚の餌料になる生物が分

布していることが確認されました。

水温については、調査時期により

9～21℃の範囲で変化がみられるも

のの、調査地点間における水温差は

わずかであることから、本調査範囲

においては、分布を左右する要素と

はなっていないと考えられます。ま

た、塩分については、調査海域の近

傍に流入する知内川や重内川の河川

水の影響を受けることが当初、予想

されましたが、河川水の影響はごく

表層にかぎられており、マコガレイ

幼稚魚の分布を左右するほどの地点

間の差は見られませんでした。

以上の調査結果から、本調査範囲

におけるマコガレイ幼稚魚の分布

は、主に底質環境が重要であると考

えられました。

津軽海峡に面している本調査海域

は、北海道周辺海域に生息する魚類

のほかに、対馬海流の影響を受けて

いることから、北海道ではあまりな

じみのない様々な魚類が採捕されま

した。

これまでの調査で表1に示す20科

29種もの魚類が採捕されました。

カレイ・ヒラメの仲間では、調査

の対象となったマコガレイの他にイ

シガレイ、ヒラメといったなじみの

ある種類のほかに、タマガンゾウビ

ラメ、ササウシノシタ、クロウシノ

シタといった北海道ではあまり目に

することのない種類も採捕されまし

た。

このほか、暖流系の魚類としては、

ヒメジ、キュウセン、ハオコゼ、ホ

ウボウ、サンゴタツ（タツノオトシ

ゴの一種）など、北海道内で調査を

行っている我々にとって、初めて見

る種類が多数いました。

これまでの調査結果、離岸堤の沖

側では、大きな変化は現れていない

ことから、マコガレイ幼稚魚が十分

に生息することが可能な環境である

と言えます。

しかし、離岸堤の建設は、まだ半

分程度しか完成していないため、今

後についても引き続き、函館土木現

業所および上磯郡漁業協同組合と協

力し、調査を実施していきたいと考

えております。

（調査設計第二部　企画設計課

主任技師　沼田 慎司）

は礫分が混じっており、特に既設の

離岸堤近傍では、底質の変化が顕著

であり、波の作用による漂砂移動が

大きくなっています。そのため、離

岸堤の岸側の海域では、トンボロ化

が進み、中央部を中心に陸地と接し

た状態となっています。また、陸地

化していない箇所の底質は、礫分が

主体となっており、細砂が中心であ

る沖側の底質とは大きく異なってい

ます。

マコガレイ幼稚魚は、礫分が少な

く、砂分が主体となっている地点で

採捕されている傾向がみられている

ことから、底質が分布を左右する一

要素となっていると推測されます。

そのため、離岸堤の岸側の海域は、

マコガレイ幼稚魚の生息場所として

考えると、適さない環境に変化しつ

つあると判断されますが、本来の離

岸堤の設置目的である海岸保全とし

ての機能は、十分に発揮されている

と言えます。

表1 採捕魚種リスト

写真5 採捕されたカレイ・ヒラメ
類（写真上から順にヒラメ、
マコガレイ、ササウシノシ
タ、イシガレイ）
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函館市戸井ウニ種苗センター訪問

戸井町ウニ種苗センターは、昨

年12月1日に函館市、戸井町、恵

山町、椴法華村、南茅部町が合併

したことにより、函館市戸井ウニ

種苗センターとなりました。

同センターが開設されたのは平

成4年で、戸井町漁協が管理の委

託を受け、漁協職員の佐々木司ウ

ニ種苗センター主任が通常一人で

施設を管理しています（4～11月

はパート職員2人が入る）。

屋内にはウルベラ培養や幼生沈

着用の4.5t型FRP水槽が14槽、

屋外には中間育成用に7.5t型

FRP水槽が24槽設置されていま

す。

海水取水能力は毎時120tで、

一昨年にポンプを新しく交換しま

した。同センターでは、毎月1回、

ダイバーを入れて取水口の掃除を

行っています。

開設当初はエゾバフンウニ5㎜

種苗240万粒の生産計画でスター

トしましたが、平成12年からキ

タムラサキウニの種苗生産も開始

し、現在では両ウニ共に5㎜以上

の種苗でエゾバフンウニ50万粒、

キタムラサキウニ82万粒の生産

規模となっています。

採苗は、エゾバフンウニを5月

下旬に1回、キタムラサキウニを

7月下旬と9月上旬に1回ずつの合

計3回行います。

親ウニは、採苗の2～3日前に

粒、キタムラサキウニ7万粒とし

て計算しています。

キタムラサキウニも

大小込みの無選別出荷

地元で採捕されたものを50個ほ

ど用意して使います。

浮遊幼生飼育は通常の換水方式

で20～25日間行います。その間

の餌となるキートセラスは同セン

ターで培養していますが、9月の

採苗時には厚岸町カキ種苗センタ

ーから濃縮キートセラスを購入し

ています。

佐々木さんは「キートに取られ

る手間の分、他の仕事ができるの

で、すべて濃縮キートでまかない

たいところですが、予算の都合で

そうもいきません」と話します。

大小込みで出荷を待つ稚ウニ

佐々木　司さん

着底率は70％程度を見込んで

います。幼生沈着後は屋外の水槽

24槽を使って出荷まで波板飼育

します。水槽1槽にホルダーを28

個、ホルダー1個につき27枚の波

板をはめ、波板1枚には、エゾバ

フンウニで約300粒、キタムラサ

キウニで400～500粒を目安に収

容して飼育します。出荷時には、

1槽当たりエゾバフンウニ10万

出荷まで剥離選別は行わず、5

㎜以上の種苗を大小込みで、配布

しています。出荷先は東戸井支所、

釜谷本所、小安支所の各地区で、

5月下旬から6月中旬にかけて行

います。

戸井町漁協のウニの漁期は12

月から3月中旬までですが、今期

はエゾバフンウニの身入りが悪い

ため、キタムラサキウニのみの採

捕となっています。

「以前は配布後、各地区で海中

飼育をして種苗を大きくしてから

放流していましたが、5～6年前

にやめてしまいました。センター

では配布後、余った種苗をもう一

年飼育して大型種苗を作り、希望

する地区に配布しています。今後

とも漁獲につながるよう、健苗を

生産していきたいです」



7

北海道栽培漁業振興公社　新組織図 北海道栽培漁業振興公社　新組織図 北海道栽培漁業振興公社　新組織図 
平成17年4月1日から当公社の組織が下記のとおりとなります。 

総 務 課

栽 培 推 進 課  

鹿 部 事 業 所  

熊 石 事 業 所  

羽 幌 事 業 所  

瀬 棚 事 業 所  

伊 達 事 業 所  

調 査 設 計 課  

管 理 課

業 務 管 理 室  

企 画 設 計 課  

総 務 部  

栽 培 推 進 部  

調査設計第一部 

調査設計第二部 

参 事  

技 術 顧 問  

会 長 理 事  

副 会 長 理 事  

専 務 理 事  

常 務 理 事  

村上　一夫 

杉森　　隆 

林　　和明 

和泉　博邦 
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母 母 母 戸井町漁協女性部長

吉田恵美子さ
ん

戸井町漁協の女性部は4地区あ

り、普段は地区ごとに活動してい

ます。女性部連絡協議会を作り、

大きな行事には合同で参加しま

す。3月のお魚感謝デーには女性

部でウニのみそ汁を作り、無料提

供しています。そのほか、植樹や

講演を聴いたり漁業施設を視察し

たりなど日帰りの研修会も行って

います。連絡協議会の活動には組

合の助成金を使っています。

私は釜谷地区の部長でもありま

すが、地区の活動では、しめ縄や

盆菓子の販売手数料と会費などを

活動資金に充てています。釜谷地

区では、旅行貯金を積み立てて東

北方面への一泊旅行やお花見、漁

港掃除や社会福祉協議会のボラン

ティア活動などを行っています。

また、お祭りには町会から頼まれ

て、戸井町音頭やトーパス音頭な

どパレードの踊りの練習を先頭に

立って行っています

部員数は昔と比べたら随分と少

なくなりましたが、子供が学校を

卒業したからと入ってくれる人や

今はまだ子供に手がかかるから活

動には参加できないが名前だけで

もと入ってくれる人もいて、あり

がたいです。

女性部活動のいいところは、や

はり人とのつながりができること

だと思います。忙しくて苦しみも

ありますが、皆と一緒に何かやっ

た後の充実感は楽しみでもありま

す。よかったね、今度はああしよ

うとか、年齢の差など感じないで

教えたり教えられたりいろんな話

をします。みんなの力がないと部

長一人では何もできません。

部長になって10数年、皆の協

力で務めて来られました。沢山勉

強もさせていただきました。そろ

そろ引退したいと思っています。

人とのつながりができる


